
 
 



湖沼における沿岸帯の機能評価について(1)

̶琵琶湖における沿岸帯機能評価の概要̶
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１．はじめに

湖沼の沖帯水質は沖帯の生物生産の影響を受けて

いることは疑いのない事実である。しかし、水深の

深い湖沼では、一旦底層に沈降した植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝが

有光層に回帰し、再増殖することは考えにくいため、

種の維持には水深の浅い沿岸帯が重要な役割を果た

していることが示唆される。さらに、沿岸帯は生物

生産や底質における有機物分解も活発であることか

ら、沖帯への有機物や N、P の供給源としても重要

である。本研究では、沖帯への植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ種の供

給源としての沿岸帯の評価を行うことを目的とし、

(1)ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ動態および水質解析、（2）琵琶湖の沿

岸帯のｼｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ機能評価、（3）浅い富栄養化池沼

の好気、嫌気条件におけるｼｰﾄﾞﾊﾞﾝｸのポテンシャル

の把握、(4)沖帯および沿岸帯の底質環境の分析と

解析、(5)水塊に回帰してきたﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの増殖、生産

とそれに伴う水質影響評価について平成 23 年から

実施している、今回、その全体概要と、琵琶湖沿岸

帯と沖帯における動・植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの動向解析結果

を中心に発表する。

２．方法

琵琶湖におけるﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ調査の地点は、滋賀県が

定めた環境基準点である今津沖中央(17B)と長浜沖

(17C’)の水深 0.5m 層で実施した。植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝは

湖水 1ml 中の各種類の細胞数に平均細胞体積を乗じ

て総細胞体積を求め、各綱別に集計し評価した。動

物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝは湖水をｸﾞﾙﾀﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ固定液で固定した

後、自然沈殿法により試料を濃縮し、1Ｌ中の原生

動物、ﾜﾑｼ、甲殻類の個体数を計数した。

３．結果および考察

沖帯の琵琶湖今津沖中央と沿岸帯の長浜沖におけ

る植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝと動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの群集構造の相違につ

いて明らかにするため、1995 年、2000 年、2003 年

の調査結果について検討した結果、1995 年の植物

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの増加は、沖帯は沿岸帯より少し遅れて増

加が始まる傾向が認められ、総体積量としては同じ

程度であったが、藍藻の増加が沿岸帯で多かった。

動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの増加は、沖帯に比べ沿岸帯が原生動

物やﾜﾑｼ類が明らかに多かった。また、2000 年にお

ける原生動物は春季に沿岸帯でまず増加し、少し遅

れて沖帯で増加傾向を示した。特に、ﾜﾑｼ類につい

ては沿岸帯で特に多かった。2003 年における植物

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝは、沿岸帯も沖帯も総体積量としては同程

度であったが、動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝは沖帯に比べ沿岸帯が

明らかに多かった。これらの結果から、植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄ

ﾝ量や Chl-a は沖帯も沿岸帯も同様の変動傾向で推

移しているものの、動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝは繊毛虫やﾜﾑｼを中

心に明らかに沿岸帯で多く分布しており、これらの

原生動物やﾜﾑｼの植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝへの捕食圧を考えると

沿岸帯での内部生産量が沖帯に比べ大きいと推察さ

れた。また、このことは、動物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝが多い時期

には、これらが捕食できない群体を形成するような

種が多く分布しており、食べ残した植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝが

内部生産量として評価されている可能性が高いこと

が示唆された。
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図２．湖沼水質形成における沿岸帯の機能とその影響因子の評価の概要
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 湖沼における沿岸帯の機能評価について(7) 

        ̶底質環境に及ぼす沿岸帯の影響̶ 
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吉岡修也（立命館大・理工）、一瀬諭(滋賀県琵琶湖環境科学研究センター) 

 

１．はじめに 

 富栄養化は利水障害のみならず生物多様性を危機

的状況に陥れている．特に富栄養化しやすい特性を

有している浅い閉鎖性水域では，底質有機汚濁化，

巻き上げによる水質汚濁が著しく，沈水植物や二枚

貝類等底生動物の消滅をもたらしている． 

 しかし，富栄養化研究の中で水質汚濁に関する研

究が充実している一方，底質汚濁に関する研究は不

十分である． 

 そこで本研究では水域の流動が底質に及ぼす影響

について，砂地，泥地など底質環境特性の異なる場

を選定してモニタリングを行い，それらの関係を解

析した．また沿岸帯における傾斜が，流動と底質の

関係に及ぼす影響を検討した． 

２．方法 

１）水域の流動と底質の関係 

 伊豆沼の 5地点でモニタリング調査を行った．そ

れぞれ河川流入部，北岸の人工護岸近傍，南岸の自

然護岸近傍（岸辺にはマコモ生育），西端でヨシの

繁茂する地点，人工護岸近傍で湖心方向にハスが繁

茂する地点である．この 5 地点について，2010 年

12月から 2011年 12月まで計 9回，表層堆積土 0～

1 cm について柱状採泥器を用いてサンプリングし，

元素分析装置により有機炭素含有率を測定し，底質

中の有機物指標として解析に用いた．また，2010

年 12月と 2011年 9月に，同観測地点の堆積物表層

から直上 5 cm の位置に電磁流速計を設置し，流

速・流向を 1ヶ月ずつ連続測定した． 

２）水域の流動と底質の関係に及ぼす沿岸帯の傾斜

の影響 

 南岸の自然護岸近傍（岸辺にはマコモ生育）では，

岸沖方向に緩やかな傾斜が認められる．この地点に

置いて 2011年 12月 5日から 12月 21日まで，岸沖

方向に 6つ観測地点を設け，底質有機炭素含有率と

流速・流向をそれぞれ観測した．岸から 2 mの地点

を C-1(水深：0.34 m)とし，湖心方向に向かって 6m

ずつ距離を置き，C-2，C-3，C-4，C-5，C-6(水深：

0.76 m)とした． 

３．結果および考察 

１）水の流動と底質の有機炭素含有率の関係 

 有機炭素含有率と平均流速との間に有意な相関は

みられなかった．そこで，10 分ごとに 1 秒間隔で

30 個観測した流速データのうち，流速が 10 cm/s

を超えるデータ数を全データ数で割ることで得られ

る流速超過確率を導入した．図１に底質の有機炭素

含有率と流速超過確率の関係を示す．これは干潟域

における既往研究のデータも含むものであるが，湖

沼においてもおおむね流速超過確率が高いところで

は有機炭素含有率が低く，超過確率が低いところで

は有機炭素含有率が高い傾向があることが示唆され

た．また，この結果から流速超過確率を 0.01 程度

以上に保つことで泥化が防止できることが明らかと

なった．流速超過確率で表現できたのは平均流速が

平均の流れの速さを示すのに対し，流速超過確率は

瞬間的な流れの速さを示し，巻き上げ，沈降の両方

に対応した指標となり得るためと考えられる．今後

さらにデータを増やして検証を行っていく必要があ

るが，流動を表す指標として流速超過確率を用いる

ことが有望である．  

図 1 底質の有機炭素含有率と流速超過確率の関係 
 

 次に自然護岸近傍の岸沖方向における現地観測の

結果について，伊豆沼の Stn.C近傍の岸沖方向 6地

点における流速超過確率を図 2に示す．岸に近いほ

ど流速超過確率は大きくなっており，そのメカニズ

ムは，傾斜構造が水の渦構造を発達させ，振動流を

生じさせるためであることを理論的及び実験的に解

析した．すなわち岸辺を緩傾斜化することによって

沿岸部の流動を強化でき，底質の有機炭素含有率の

制御が可能なことが示された．  

図 2 地点 C における岸からの距離と流速超過確率

の関係 
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